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3日間、天候に恵まれ、地域の伝統芸能が
一堂に会し、多くの人で賑わいました。　　　　 
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いいだ市議会だより　　　第1回定例会のあらまし ②

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
案
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
66
議
案
を
可
決
又
は
同
意

　

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

本
会
議
で
の
討
論
・
反
対
の
意
思
表
示

平成28. 4. 19
　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
を
２
月
23
日
か
ら
３
月
18

日
ま
で
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
案
、（
第
７
号
）
案
、
平
成
28
年
度
飯
田

市
一
般
会
計
予
算（
案
）な
ど
66
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
３
件
は
報
告
を
受
け
た
も
の
で
、
ま

た
、
４
件
の
人
事
案
は
本
会
議
で
同
意
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
以
外
の
59
件
は
、
所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査

を
経
た
後
、
い
ず
れ
も
本
会
議
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
ほ
か
に
は
、
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
会
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
及
び
陳
情
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
件
ず
つ

審
議
し
、
請
願
２
件
は
採
択
と
し
、
陳
情
１
件
は
不
採

択
、
も
う
１
件
の
陳
情
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
19
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら

紹
介
し
ま
す
。

　

59
件
の
市
長
提
出
議
案
、
請
願
及
び
陳
情
に
つ
い
て

は
、
総
務
、
社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
審
査
の
内
容
は
、
８
ペ
ー
ジ
か
ら
の
常

任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
と

し
た
総
務
委
員
会
及
び
産
業
建
設
委
員
会
の
審
査
結
果

に
対
し
、
本
会
議
で
反
対
、
賛
成
そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
44
号　

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
案

　

に
つ
い
て

○
リ
ニ
ア
駅
整
備
に
１
億
円
の
基
金
を
積
み
増
し
す
る

予
算
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
可
決
後
に
は
、
総
額
約

18
億
円
と
い
う
基
金
に
な
る
。
10
年
後
の
駅
前
の
見
た

目
よ
り
、
現
在
の
市
民
の
暮
ら
し
の
応
援
を
市
政
運
営

と
し
て
第
一
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
っ
た
今
日
、
全
国
で
シ

ス
テ
ム
障
害
、
カ
ー
ド
紛
失
や
詐
欺
事
件
な
ど
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
民
間
に
広
が

れ
ば
被
害
は
拡
大
す
る
。
こ
の
制
度
は
、
国
民
一
人
一

人
が
社
会
保
障
を
受
け
る
こ
と
を
納
税
額
に
応
じ
て
行

お
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
憲
法
の
精

神
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
認
め
ら
れ

な
い
の
で
、
反
対
。

○
天
龍
峡
温
泉
交
流
館
は
、
過
去
２
千
万
円
の
出
資
金

を
放
棄
し
、
４
千
７
百
万
円
の
債
権
放
棄
を
行
っ
た
経

過
が
あ
り
、
そ
の
分
析
が
十
分
さ
れ
て
い
な
い
中
で
の

再
建
計
画
に
不
安
を
感
じ
る
。
設
計
図
で
温
泉
と
食
堂

の
図
面
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
こ
の
内
容
で
将
来
の

誘
客
４
万
人
が
可
能
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
事
案
は
、

経
営
や
観
光
の
プ
ロ
に
こ
の
施
設
計
画
に
つ
い
て
聞

き
、
改
め
て
詳
細
な
事
業
計
画
を
出
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
議
案
に
対
す
る
現
時
点
ま
で
の
市

の
説
明
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
反
対
。

○
名
勝
天
龍
峡
の
再
生
に
か
け
る
、
天
龍
峡
温
泉
交
流

館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
外
部
か
ら
の
誘
客
に
期
待
で
き
る
も
の
。

し
か
し
、
今
少
し
時
間
を
か
け
て
、
観
光
課
の
み
な
ら

ず
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
魅
力
あ

る
施
設
と
す
る
た
め
に
、
議
会
と
し
て
の
十
分
な
検
討

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
天
龍
峡
温
泉

交
流
館
を
早
急
に
建
設
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
含
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
反
対
。

○
三
遠
南
信
自
動
車
道
、
天
龍
峡
大
橋
で
集
客
が
見
込

め
、
公
園
や
遊
歩
道
整
備
等
で
天
龍
峡
一
帯
が
周
遊
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
二
つ
の
川
下
り
舟
会
社
が

乗
り
入
れ
る
新
し
い
動
き
も
出
て
い
る
。
こ
う
し
た
天

龍
峡
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
生
か
し
、
整
備
案
で

第１回
定例会
第１回
定例会

反
対
の
討
論

反
対
の
討
論

賛
成
の
討
論

賛
成
の
討
論
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同
意
し
た
人
事
（
敬
称
略
）

は
宿
泊
を
廃
止
し
日
帰
り
に
特
化
し
た
こ
と
、
議
会
の

行
政
評
価
を
受
け
、
運
営
を
直
営
か
ら
指
定
管
理
へ
移

行
し
た
こ
と
、
天
龍
峡
の
交
流
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

た
こ
と
は
大
い
に
評
価
し
て
良
い
と
考
え
る
。
委
員
会

の
附
帯
決
議
も
、
飯
田
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
中
で
、
天
龍
峡
全
体
の
誘
客
戦
略
と
そ
れ

に
基
づ
く
温
泉
交
流
館
の
詳
細
な
経
営
見
込
み
を
立

て
、
経
営
状
況
を
委
員
会
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
お

り
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
。
過
去
の
教
訓

を
生
か
し
、
確
か
な
経
営
戦
略
の
も
と
で
事
業
に
臨
む

こ
と
を
内
外
に
約
束
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
委
員
会
が

こ
の
附
帯
決
議
を
つ
け
た
意
味
は
極
め
て
重
く
、
議
会

が
予
算
を
通
す
根
拠
と
な
り
得
る
。
賛
成
。

議
案
第
20
号
「
飯
田
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

議
案
第
36
号
「
平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
案
」
に
つ
い
て

（
概
要
は
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

 

こ
の
２
つ
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
と
し
た
総
務
委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
、
反
対

の
意
思
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

 

採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

総
務
委
員
会
で
審
査
し
、
採
択
し
た
請
願
第
１
号
及

び
第
２
号
に
基
づ
き
、
総
務
委
員
会
か
ら
意
見
書
の
提

出
に
係
る
議
会
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
会
一
致

で
議
決
し
、
県
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
１
号　
「
上
伊
那
郡
宮
田
村
大
久
保
地
区

に
お
け
る
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
許
可
を
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

意
見
書
の
概
要

　

宮
田
村
大
久
保
地
区
に
民
間
企
業
に
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
る

廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
の
許
可
を
し
な
い
こ
と
。
伊
那
谷
及

び
天
竜
川
流
域
全
体
に
与
え
る
本
事
業
の
影
響
を
認
識
し
、
住

民
の
懸
念
の
声
に
応
え
る
こ
と
。
県
内
に
お
け
る
民
間
企
業
に

よ
る
放
射
性
物
質
含
有
の
一
般
廃
棄
物
及
び
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
認
可
を
行
わ
な
い
こ
と
を
要
請
す
る
。

○
公
平
委
員　

　
　

小
池　
永
利
、
村
松　
理
香

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員　

　
　

大
田
中　
峰
雄

○
人
権
擁
護
委
員

　
　

新
井　
博
治
、
宮
田　
美
惠
子
、
木
下　
憲
司

○
千
代
財
産
区
管
理
委
員　

　
　

伊
藤　
重
文

　

最
初
に
６
年
生
全
員
を
対
象
に
全
体
会
を
開
き
、

議
会
の
役
割
、
議
員
定
数
と
選
挙
の
大
切
さ
、
市

議
会
の
し
く
み
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ク
ラ
ス
別
の
授
業
で
は
、
８
、
９
人
の
グ

ル
ー
プ
に
議
員
が
２
人
ず
つ
加
わ
り
、
議
員
個
人

の
私
的
な
こ
と
も
含
め
、
児
童
か
ら
の
自
由
な
質

問
に
受
け
答
え
を
し
ま
し
た
。

　

授
業
の
最
後
に
、
議
員
か
ら
児
童
に
向
け
て
、

「
自
分
が
住
ん
で
い
る
飯
田
市
の
こ
と
を
知
り
、

好
き
に
な
っ
て
欲
し
い
、
リ
ニ
ア
が
開
通
す
る

２
０
２
７
年
に
、
23
歳
に
な
る
皆
さ
ん
が
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
願

う
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

授
業
の
終
了
後
は
、
一
緒
に
給
食
を
い
た
だ
き
、

授
業
と
は
違
っ
た
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

児
童
や
学
校
か
ら
は
、
直
接
議
員
と
話
を
し
て
、

教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
が
学
べ
た
、
選
挙

の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
２
年
続
け
て
松
尾
小
学
校
で
出
前
講
座
を

行
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
要
望
が
あ
れ
ば
、
応
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
か
ら
は
、
議
長
及
び
広
報
広
聴
委
員

会
の
委
員
合
わ
せ
て
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　開かれた議会をめざし、議会に関する理解を深めてもらうための
活動の一環として、小学校からの希望に応じ、平成28年2月5日に
松尾小学校への出前講座（出前交流授業）を実施しました。

反
対
の
意
思
表
示

反
対
の
意
思
表
示

議
会
議
案
の
提
出

― 議会出前講座を実施 ―

グループでの話し合いの様子



執行機関の考え方

いいだ市議会だより　　　議会からの提言に対する市の対応 ④

行政評価に基づく提言に対する市の対応行政評価に基づく提言に対する市の対応

　議会では、市が実施した平成26年度の施策及び事務事業について行政評価を行い、19の施策及び37の事
業について27年９月29日に、市長に対し提言を行いました。
　この提言に対し、市の執行機関から対応状況について28年３月の各常任委員会で報告がありました。各
常任委員会では、この報告を予算の審査に生かしています。提言及びそれに対する報告の主なものを紹介
します。

議会からの提言 事業規模 予算規模

拡　大現状維持

見直し・
改善

現状維持

拡　大 拡　大

拡　大 縮　小

現状維持 縮　小

平成28. 4. 19

総

務

委

員

会

産

業

建

設

委

員

会

社
会
文
教
委
員
会

・再生可能エネルギーの活用による持続可能な地
域づくりの重点事業と位置づけ、流量実測経
費、治山堰堤の構造調査経費等事業推進に必要
な支援を継続する。
・国は、小水力発電事業における固定価格買取制
度の課題解決を平成29年度を目途に制度変更
する方向で検討している。国の検討状況を注視
しつつ、再生可能エネルギー導入支援審査会で
協議し、条例による認定も見据えて事業進捗を
図る。

・緊急告知ＦＭラジオについて、平成28年度に
告知するためのシステムを導入予定。緊急告知
ＦＭラジオの頒布については、今後検討する。

・遠山地域におけるコミュニティＦＭ中継局の設
置事業に取り組む。

・サポーター養成講座や学習会を拡大し、認知症
への市民の理解を広め、地域で見守る意識醸成
を図る。また、講座の講師である認知症キャラ
バンメイトの活動を支援する。
・徘徊が心配される人の情報共有をどうするか研
究を行う。また、徘徊があった場合の迅速で適
切な対応方法についての検討を行う。
・新たに認知症ケアパスの作成、認知症初期集中
支援チームの設置を予定している。

・福祉課でも専門の就労支援員が配置されるな
ど、相談者に応じた体制が整いつつあることを
踏まえ対応していく。
・職業適性検査、県のジョブカフェと連携した相
談会や就労支援セミナー等雇用のミスマッチ対
策の支援を実施する。
・ハローワーク飯田や飯田職業安定協会等と連携
し、高校生の地元企業訪問、高校での地元企業
説明会、地域産業のガイドブック配布など高校
生に対する取り組みを進める。

・上村の小沢川における小水力発電の事業
の研究は、早急に「再生可能エネルギー
の導入による持続可能な地域づくり条
例」に基づく事業認定を行い、地域と共
に実効性を上げるべきである。

・市民の安心安全の観点から、多くのシス
テムで対応することは重要である。
・緊急告知ＦＭラジオシステムの導入を検
討されたい。

・認知症地域支援体制の構築により、認知
症の理解度を深め、社会全体で見守る制
度の確立と支援を拡充されたい。
・認知症の徘徊等見守り訓練を地域あげて
取り組まれたい。

・福祉的側面に重点を置く事業は、福祉課
の所管とされたい。
・カウンセリングから職業紹介まで、サー
ビスの提供など、雇用のミスマッチ対策
に積極的に取り組まれたい。
・ジョブカフェいいだは利用効果が見られ
ている。対象年齢を45歳未満まで拡大
することを検討されたい。
・新規高卒者への求職情報の発信など企業
とも連携し積極的に進められたい。

方向性：拡大

方向性：やり方改善

方向性：拡大

方向性：やり方改善

新エネルギー推進　
　リーディング事業

・当面の間はハード、ソフト両面に対し市
の積極的支援を行われたい。
・人材育成のセミナー、参加者のアフター
ケアを行われたい。

農業新分野創出・　
　６次化推進事業

災害情報等提供システム
整備事業

・６次産業化総合化事業計画の認定事業者に対し
ては、部内各課が連携して支援するとともに、
今後、計画認定を目指す農業者に対しても関係
機関が連携して支援していく。

・次世代の農業経営を女性を対象に、地域資源を
活用した新たなビジネスモデルを創出する講座
「アグリビジネス起業塾」の支援を進める。

方向性：やり方改善

認知症対策総合推進事業

雇用対策事業



いいだ市議会だより　　　議会報告会・政務活動報告⑤

総 務 委 員 会

委員会 検討する課題

・空き家対策について

社会文教委員会 ・地域包括ケアシステム構築について

産業建設委員会
・地域で働く人づくり、若者が帰って来られる仕事づくりについて
・地域資源を活かし、地域経済や地域の活性化を図るには
・市営住宅等の管理委託の運用等について

　27年10月に開催した議会報告会を通して、市民の皆さんから寄せられた358件のご意見、ご要望等は、委員
会等に振り分けて対応を検討し、各常任委員会において、検討する課題として次の事項を取り上げました。

Nｏ.199

平成27年９月から28年２月までの間に政務活動費を活用して実施した各会派の調査研究の概要です。
３月18日には、この調査活動に関する報告会を行いました。
■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。　http//www.city.iida.lg.jp/site/assembly

■実施日　 10月13日（火）､14日（水）､26日（月）､27日（火）
　　　　　 ２月８日（月）､９日（火）
■調査事項等
・スローライフサミットｉｎ下呂 （岐阜県下呂市）
・（株）サンクゼールの6次産業化 （長野県飯綱町）
・家庭学習で学ぶ意欲を伸ばす取り組み （新潟県妙高市）
・富山国際職藝学院の職人養成 （富山県富山市）
・飛騨の森でクマは踊る社の取り組み （岐阜県飛騨市）
・渋谷区と飯田市との都市間交流 　（東京都渋谷区）
・産業技術総合研究所臨海副都心センター （東京都江東区）

■実施日　　２月８日（月）、９日（火）

■調査事項等
「都心から40分」のまちづくり （千葉県柏市）
　・農あるまちづくり実行委員会の取り組み
　・「柏の葉スマートシティ」
　　 　安心、安全な次世代環境都市づくり

■実施日　　２月1日（月）～３日（水）

■調査事項等
・那智勝浦町色川地区の定住政策 （和歌山県那智勝浦町）
・「福祉による地域おこし」社会福祉法人優輝福祉会
 （広島県庄原市）
・「平和学習」と「核兵器廃絶」の取り組み （広島県広島市）

■実施日　　10月27日（水）～29日（金）
　　　　　　２月1日（月）～ ３日（水）
■調査事項等
・防災教育　行政､小中学校の取り組み （岩手県釜石市）
・藤沢病院による地域包括ケアの取り組み （岩手県一関市）
・( 有 ) とまとランドいわきの6次産業化 （福島県いわき市）
・保幼小中連携一貫教育の取り組み （高知県香南市）
・環境モデル都市の取り組み　 （高知県梼原町）
・広域観光事業「はた旅」の取り組み （高知県四万十市）

■実施日　　２月4日（木）、５日（金）

■調査事項等
・2016 年度　地方財政セミナーの受講 （東京都江東区）
　「公共性を再編する財政の役割」　
　「社会保障制度を支える地方財政」
　「2016年度政府予算と地方財政計画を読む」
　「2016年度税制改正…政治化する税制」
　「地方交付税との向き合い方…’15年度算定結果と展望」

政務活動費を用いた調査活動を報告

３月18日の政務調査研究報告会

議会報告会を起点とした政策づくり
　

議会報告会を起点とした政策づくり
　

議会報告会を起点とした政策づくり
　



いいだ市議会だより　　　第1回定例会　一般質問　ダイジェスト ⑥

ズ
バ
リ
　
市
政
を
問
う

平成28. 4. 19

　
一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や
将

来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
第
１
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
） 

　
　
　※

■
は
、他
の
質
問
項
目

湯
澤　

啓
次　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー
の
移
転
拡
充

　
　

に
つ
い
て
、
地
元
産
業
界
と
の
理
念
の
共
有
、

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　

産
業
セ
ン
タ
ー
の
移
転
拡
充
に
つ
い
て
は
、

　
　

産
業
セ
ン
タ
ー
理
事
会
に
説
明
し
、
具
体
的

利
用
内
容
を
協
議
し
て
い
る
。
県
主
催
の
地
元
関

係
者
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
関
係
団
体
に
対
し

て
さ
ら
に
十
分
な
説
明
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
全
て
の
産
業
分
野
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
産

業
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
産
業

界
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
ま
と
め

て
い
き
た
い
。

■
当
事
者
意
識
の
市
政
経
営
に
つ
い
て　

ほ
か

竹
村　

圭
史　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
山
を
ブ
ナ
や
ナ
ラ
等
の
雑
木
林
に
転
換
し
、

　
　

動
物
が
山
で
生
き
て
い
け
る
環
境
を
整
え
る

取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

広
葉
樹
等
の
樹
種
転
換
に
よ
り
、
野
生
鳥
獣

　
　

が
山
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
視
点
は
あ
る

と
思
う
。
一
方
で
、
樹
種
転
換
に
よ
り
、
個
体
数

が
増
え
る
危
険
性
も
あ
り
、
逆
に
被
害
が
増
え
る

懸
念
も
あ
る
。
山
林
経
営
と
い
う
観
点
で
は
所
有

者
の
理
解
も
必
要
で
あ
る
。
利
点
も
あ
れ
ば
、
研

究
す
べ
き
点
も
あ
る
。
今
後
、
十
分
な
研
究
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

■
次
期
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

清
水　

可
晴　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　

県
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
調
査
結
果
か
ら
、
市

　
　

で
は
個
別
デ
ー
タ
を
ど
う
分
析
し
た
か
。

　
　

年
間
総
収
入
額
で
は
、
飯
田
市
の
母
子
家
庭

　
　

は
県
よ
り
50
万
円
少
な
い
150
〜
200
万
円
が
最

大
分
布
域
で
あ
る
。
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
短

い
こ
と
が
母
子
・
父
子
家
庭
と
も
県
よ
り
高
い
。

子
ど
も
対
象
の
調
査
で
は
、
夢
を
か
な
え
る
た
め

に
必
要
な
も
の
は
、
全
項
目
で
県
を
上
回
り
、
特

に
お
金
と
回
答
し
た
児
童
は
72・6
％
だ
っ
た
。

当
地
域
の
賃
金
水
準
な
ど
特
色
を
反
映
し
た
結
果

が
出
て
い
る
。
県
と
同
様
な
傾
向
で
は
あ
る
が
、

当
市
で
は
困
り
感
が
よ
り
強
い
結
果
が
見
ら
れ
る
。

■
お
練
り
ま
つ
り
と
観
光
誘
客
に
つ
い
て

　
　

 
吉
川　

秋
利　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

航
空
宇
宙
産
業
は
、
当
地
域
の
産
業
を
牽
引

　
　

す
る
べ
き
と
思
う
が
、
本
社
機
能
を
有
す
る

中
核
企
業
が
メ
イ
ン
ポ
ー
ル
を
高
く
す
る
こ
と
で
、

す
そ
野
を
広
げ
地
域
産
業
に
貢
献
す
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

本
社
機
能
を
持
つ
企
業
が
中
核
と
な
っ
て
こ

　
　

の
地
域
の
将
来
の
産
業
を
牽
引
し
て
い
く
構

造
を
し
っ
か
り
と
作
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
の
思
い
が
あ
る
。
航
空
宇
宙
産
業
も
取
り
か

か
っ
て
10
年
に
な
り
、
こ
の
地
域
の
産
業
を
牽
引

す
る
中
核
企
業
と
し
て
育
て
な
が
ら
、
こ
の
地
域

の
多
様
な
産
業
の
振
興
策
も
大
事
に
し
た
い
。

■
天
龍
峡
の
活
性
化
に
つ
い
て　

ほ
か

井
坪　

隆　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　

市
長
は
年
頭
所
感
で
「
善
い
地
域
」
に
し
て

　
　

い
く
た
め
に
地
域
自
治
組
織
の
強
化
を
説
い

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

飯
田
市
で
は
、
各
地
域
自
治
区
に
「
地
域
自

　
　

治
組
織
」
を
導
入
し
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
行
政
と
住
民
が
連
携
し
て
進
め
る
体
制
を

築
い
て
き
た
。
組
合
未
加
入
や
住
民
相
互
の
関
係

が
希
薄
等
の
課
題
が
あ
っ
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
活
力
を
維
持
し
、
質
を
上
げ
る
と
い
う
点
で

は
、
地
域
自
治
組
織
は
重
要
な
役
割
を
持
ち
、
地

域
自
治
組
織
の
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、「
強
化
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
せ

て
も
ら
っ
た
。
決
し
て
や
ら
さ
れ
感
と
い
う
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

原　

和
世　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　

市
長
が
目
指
す
「
善
い
地
域
」
の
命
の
質
を

　
　

確
保
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
看
護
師
の
確

保
は
重
要
な
課
題
と
思
う
、
市
長
と
し
て
こ
の
問

題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

深
刻
な
看
護
師
不
足
は
、
２
年
前
か
ら
飯
田

　
　

医
師
会
を
通
じ
、
危
機
意
識
を
共
有
し
て
い

る
。
飯
田
医
師
会
の
新
し
い
正
副
会
長
と
も
、
看

護
師
確
保
に
向
け
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
の
認
識
は
一
致
し
て
い
る
。
当
地
域
で

重
要
な
役
割
を
担
う
飯
田
女
子
短
期
大
学
の
看
護

学
科
を
は
じ
め
、
様
々
な
機
関
と
連
携
し
て
こ
の

問
題
に
当
た
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
だ
結
論

に
は
至
ら
な
い
が
、
看
護
師
確
保
は
喫
緊
の
課
題

と
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

木
下　

德
康　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

遊
休
農
地
を
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
で

　
　

蘇
ら
せ
、
寄
附
者
が
そ
の
成
果
を
見
る
た
め

飯
田
市
に
来
る
こ
と
で
、
観
光
や
交
流
に
結
び
つ

け
ら
れ
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

飯
田
市
で
は
現
在
、
寄
附
に
よ
っ
て
応
援
い

　
　

た
だ
き
た
い
取
り
組
み
と
し
て
、「
リ
ニ
ア
」

「
観
光・文
化
」「
人
材
育
成
」「
人
形
劇
」
を
設
け

て
い
る
。
今
後
、
選
択
肢
を
増
や
し
、
寄
付
者
が
、

飯
田
の
地
域
づ
く
り
に
関
心
を
寄
せ
、
飯
田
の
フ

ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
見
直
し
た
い
。
ご

提
案
は
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
。

■
リ
ニ
ア
時
代
に
向
け
て

福
沢　

清　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　

リ
ニ
ア
駅
か
ら
中
心
市
街
地
へ
の
具
体
的
ア

　
　

ク
セ
ス
は
い
つ
明
ら
か
に
な
る
か
。

　
　

国
道
153
号
や
大
門
今
宮
線
な
ど
、
中
心
市
街

　
　

地
の
外
縁
部
の
幹
線
道
路
を
環
状
軸
に
位
置

付
け
、
そ
の
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
は
、
そ
の
環
状
軸
を
経
由
し
て
、

中
心
市
街
地
へ
の
誘
導
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
在
、
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
検
討
会
議
に
よ
る
リ

ニ
ア
駅
の
交
通
機
能
の
整
理
が
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
環
状
軸
に
関
す
る
進
捗
状
況
や
、
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
県
と
協
議
し
な
が
ら
、
リ
ニ
ア
駅
周

辺
整
備
検
討
会
議
の
内
容
を
踏
ま
え
る
中
で
、
最

も
有
効
な
ア
ク
セ
ス
道
路
を
見
定
め
、
中
心
市
街

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
構
築
し
た
い
。

■
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
う
投
票
率
の
向
上
な

ど
に
つ
い
て

山
崎
　
昌
伸　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

市
の
施
策
に「『
サ
ー
ビ
ス
業
の
プ
ロ
』
と
し

　
　

て
意
識
改
革
と
資
質
の
向
上
を
図
り
」
と
あ

る
が
、「
サ
ー
ビ
ス
業
の
プ
ロ
」
と
は
何
を
指
す
の

か
、
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　

市
民
要
望
を
把
握
し
て
こ
れ
に
的
確
に
応
え

　
　

て
い
く
。
さ
ら
に
短
期
・
中
期
・
長
期
的
に

も
地
域
振
興
や
福
祉
の
向
上
等
、
状
況
変
化
に
対

応
し
て
適
切
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
、
行
政
に
お
け
る
「
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
」
と
し

て
の
意
識
と
考
え
る
。
窓
口
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
、

来
庁
者
の
要
望
に
的
確
に
応
え
、
か
つ
短
時
間
で

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
加
え
て

来
庁
者
の
意
図
を
察
知
し
相
手
の
立
場
に
立
ち
誠

実
で
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

■
飯
田
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て

「
知
の
拠
点
」
に
対
す
る
地
元
産
業
界
と
の

理
念
の
共
有
、
理
解
は

鳥
獣
害
対
策
と
し
て
山
を
再
生
す
る
視
点
は

あ
る
か

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
当
市
の
特
徴
は

地
域
産
業
と
し
て
の
航
空
宇
宙
産
業
の
必
要

性
は

地
域
自
治
組
織
の
強
化
と
は

将
来
の
看
護
師
不
足
を
ど
う
考
え
る
か

中
心
市
街
地
と
リ
ニ
ア
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て

行
政
に
お
け
る「
サ
ー
ビ
ス
業
の
プ
ロ
」と
は

何
か

飯
田
市
の
農
業
の
た
め
ふ
る
さ
と
納
税
の
税

収
を
活
か
せ
な
い
か
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古
川　

仁　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　
利
用
料
な
ど
利
用
者
の
負
担
感
は
ど
う
か
。

　
　

利
用
料
は
、
階
層
別
に
、
生
活
保
護
世
帯
等

　
　

と
前
年
度
保
護
者
の
市
民
税
非
課
税
の
ひ
と

り
親
世
帯
は
、
無
料
。
前
年
度
保
護
者
の
市
民
税

非
課
税
世
帯
は
、
４
時
間
未
満
500
円
、
４
時
間
以

上
千
円
。
そ
れ
以
外
は
、
４
時
間
未
満
千
円
、
４

時
間
以
上
２
千
円
と
し
て
い
る
。
近
年
、
利
用
者

の
増
加
に
伴
い
、
人
件
費
も
増
大
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
利
用
料
も
で
き
る
限
り
負
担
が
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
に
設
定
し
、
事
業
費
の
増
加
に
よ

る
改
定
は
実
施
し
て
い
な
い
。
現
状
の
利
用
料
が

妥
当
と
判
断
し
て
い
る
。

熊
谷　

泰
人　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

県
道
飯
田
南
木
曽
線
の
道
路
拡
充
の
地
域
要

　
　

望
へ
の
今
後
の
対
応
は
。　
　
　
　
　
　
　

　
　

松
川
坑
口
か
ら
の
掘
削
土
の
運
搬
計
画
の
概

　
　

要
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
地
元
関
係
者
へ
の
説

明
会
に
向
け
て
協
議
し
て
い
る
。
県
道
飯
田
南
木

曽
線
は
、
松
川
ダ
ム
の
排
砂
ダ
ン
プ
の
運
行
を
Ｊ

Ｒ
東
海
も
認
識
し
て
お
り
、
リ
ニ
ア
の
ダ
ン
プ
が

安
全
に
運
行
で
き
る
よ
う
万
全
の
対
策
を
取
る
と

し
て
い
る
。
運
搬
路
の
安
全
確
保
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海

の
責
任
の
も
と
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
認
識
し
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
地
元
の
考
え
を
把
握
し
、

安
全
な
運
搬
計
画
と
道
路
整
備
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に
つ
い
て

　
　
　
　

林　

幸
次　
議
員
（
公
明
党
）

　
　

リ
ニ
ア
時
代
に
向
け
た
地
方
創
生
に
つ
な
げ

　
　

る
観
光
戦
略
を
ど
う
描
く
か
。　
　
　
　
　

　
　

取
り
組
み
の
戦
略
と
し
て
「『
結
の
ま
ち
』

　
　

飯
田
に
お
い
で
な
ん
し
ょ
」
と
タ
イ
ト
ル
を

掲
げ
、
ま
ち
な
か
へ
の
求
心
力
と
回
遊
促
進
、
天

龍
峡
大
橋
の
活
用
や
天
龍
峡
温
泉
交
流
館
の
改
築
、

五
感
で
感
じ
る
遠
山
郷
の
滞
在
型
交
流
、
リ
ニ
ア

を
起
点
と
し
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
、
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
の
広
域
連
携
に
よ
る
観

光
誘
客
等
を
進
め
て
い
く
。
地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
磨
き
上
げ
、
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
う

こ
と
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
た
い
。

■
平
成
28
年
度
の
市
政
経
営
の
方
針
と
予
算
編
成

に
つ
い
て

永
井　

一
英　
議
員
（
公
明
党
）

　
　

児
童
を
受
入
れ
る
施
設
の
拡
充
、
人
材
確
保

　
　

な
ど
受
入
れ
態
勢
の
整
備
の
た
め
に
は
財
源

的
裏
付
け
が
必
要
だ
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

児
童
の
居
場
所
づ
く
り
は
、
児
童
館
、
児
童

　
　

セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
利
用
定
員
を
増
員
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
方
向
性
は
出
て
き
て
い

る
と
の
認
識
で
い
る
。
財
源
を
ど
う
つ
け
る
か
を

含
め
て
、
新
た
な
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
基
本
に
し
な
が
ら
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旧
来
の
施
設
を
利
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
施
設
利
用
に
つ
い
て
関
係
者
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
い
な
が
ら
課
題
を
克
服
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
る
。

小
倉　

高
広　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　

昨
年
４
月
か
ら
の
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に

　
　

よ
る
小
規
模
事
業
所
へ
の
影
響
は
。　
　
　

　
　

市
内
に
は
、
30
程
度
の
小
規
模
事
業
所
が
あ

　
　

る
。
事
業
所
に
よ
り
運
営
状
況
は
異
な
り
、

一
概
に
言
え
な
い
が
、
業
務
に
従
事
す
る
人
員
が

少
な
く
、
運
営
の
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
も
難
し

い
た
め
、
加
算
を
取
得
し
に
く
い
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。今
の
と
こ
ろ
、市
に
は
小
規
模
事
業
所
に
対

す
る
監
督
権
限
が
な
い
。
利
用
者
定
員
18
人
以
下

の
小
規
模
通
所
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
28
年
４
月

か
ら
県
か
ら
市
に
監
督
権
限
が
移
管
さ
れ
る
の
で
、

市
と
し
て
相
談
や
助
言
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

■
平
和
祈
念
館
の
設
置
に
つ
い
て

木
下　

容
子　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　

地
方
公
共
団
体
と
し
て
市
の
行
動
計
画
策
定

　
　

の
見
通
し
は
。

　
　

市
役
所
で
は
、
労
使
よ
り
選
出
し
た
職
員
で

　
　

構
成
す
る
検
討
委
員
会
で
、
行
動
計
画
策
定

に
向
け
協
議
し
て
き
た
。
女
性
活
躍
推
進
法
は
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
よ
る
行
動
計
画

と
介
護
を
行
う
職
員
の
両
立
支
援
を
含
め
た
仕
事

と
生
活
の
調
和
の
推
進
と
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
一
体
的
に
捉
え
た
事
業
主
行
動
計
画
を

３
月
末
ま
で
に
策
定
予
定
で
あ
る
。
こ
の
計
画
に

は
、
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
項
、
子
ど
も

子
育
て
に
関
す
る
事
項
、
女
性
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
内
容
を
定
め
て
い
る
。

■
第
67
回
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て

　
　
　

村
松　

ま
り
子　
議
員
（
公
明
党
）

　
　

市
職
員
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
考
え
は
。
ま

　
　

た
職
員
研
修
は
。

　
　

職
員
対
応
要
領
の
作
成
は
法
で
は
努
力
義
務

　
　

で
あ
る
。
し
か
し
、
市
と
し
て
は
不
当
な
差

別
的
取
扱
い
の
禁
止
や
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ

い
て
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、
職
員
が
障

が
い
者
に
対
し
て
理
解
を
深
め
、
共
生
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
国

の
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
基
本
方
針
」
に
即
し
、
障
が
い
者
そ
の
他

関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
職
員
対
応
要
領
を

作
成
し
、
３
月
末
ま
で
に
職
員
向
け
研
修
会
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

後
藤　

荘
一　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　

長
野
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
ひ
と
り
親

　
　

家
庭
の
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
、
食
事
提
供

等
を
行
う
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
飯
田
市
に
設
置
す

る
と
聞
い
た
が
、
市
と
し
て
の
関
わ
り
は
。

　
　

県
か
ら
は
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
飯
田
市
と
松
本
市
で
実
施

す
る
考
え
が
あ
り
、
事
業
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
面
的
に
民
間
委
託
す

る
計
画
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
委
託
先
、
実
施

場
所
は
ま
だ
具
体
的
に
な
っ
て
い
な
い
。
市
と
し

て
は
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
情
報
を
得
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
で
き
る
か
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

■
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

森
本　

政
人　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　

公
共
交
通
維
持
の
た
め
に
運
転
手
不
足
対
策

　
　

と
し
て
事
業
所
自
前
で
教
育
費
用
を
負
担
し

て
い
る
が
、
適
正
人
数
の
確
保
に
は
つ
な
が
ら
な

い
と
聞
く
、
支
援
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

飯
田
市
の
地
域
公
共
交
通
協
議
会
の
会
議
に

　
　

お
い
て
も
、
バ
ス
会
社
か
ら
運
転
手
不
足
の

現
状
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、
市
民
会
議
に
お
い

て
も
運
転
手
不
足
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
て
い

る
。
地
域
の
公
共
交
通
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め

に
も
、
運
転
手
不
足
が
課
題
で
あ
り
、
運
行
事
業

者
と
共
に
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

■
牧
野
市
政
に
つ
い
て

新
井　

信
一
郎　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

有
事
の
際
、
建
設
業
者
を
機
動
救
助
隊
と
し

　
　

て
位
置
づ
け
て
、
消
防
団
と
連
携
し
た
救
助

活
動
が
行
え
る
仕
組
み
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

　
　

消
防
団
機
動
救
助
隊
は
、
次
期
消
防
力
整
備

　
　

計
画
に
お
い
て
、
次
年
度
か
ら
発
足
す
る
。

同
整
備
計
画
の
５
カ
年
中
に
市
内
全
て
の
方
面
隊

に
救
助
・
救
急
活
動
資
機
材
搭
載
の
多
機
能
型
積

載
車
を
各
１
台
配
置
予
定
で
あ
る
。
建
設
業
者
の

建
設
機
械
の
操
縦
技
能
者
と
の
連
携
は
、
大
規
模

災
害
発
生
時
は
有
効
な
救
助
活
動
の
手
段
の
一
つ

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
仕
組
み
や
合
同
訓
練
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
リ
ニ
ア
新
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
地
方
創

生
へ
の
取
り
組
み
現
状
に
つ
い
て

市
の
病
児
・
病
後
児
保
育
の
利
用
料
の
負
担

感
は

リ
ニ
ア
工
事
に
よ
る
発
生
土
運
搬
に
伴
う
道

路
拡
充
の
地
域
要
望
へ
の
対
応
は

リ
ニ
ア
時
代
に
向
け
た
観
光
戦
略
は

児
童
の
放
課
後
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の

財
源
は

介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
は

障
害
者
差
別
解
消
法
へ
の
市
の
取
り
組
み
は

女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行
に
伴
う
市
の
取
り

組
み
は

公
共
交
通
の
観
点
か
ら
運
転
手
確
保
の
た
め

の
教
育
費
用
な
ど
の
支
援
は

消
防
団
と
地
元
建
設
業
者
が
連
携
し
た
救
助

活
動
が
行
え
る
仕
組
み
づ
く
り
は

「
こ
ど
も
食
堂
」へ
の
市
の
関
わ
り
は
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3
月
7
日
及
び
3
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

自
衛
官
の
参
加
の
必
要
性
は

合
併
10
年
の
検
証
は

職
員
研
修
の
あ
り
方
は

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
創
出
予
算
は

防
災
行
政
無
線
の
更
新
は

リ
ニ
ア
基
金
の
必
要
額
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
シ
ス
テ
ム
障
害
は

行
政
評
価
の
所
管
替
え
の
理
由
は

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

議
案
第
20
号

飯
田
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

多
様
な
主
体
と
の
連
携
、
大
規
模
災
害
に
対
応
す

る
体
制
構
築
等
の
た
め
、
防
災
会
議
の
委
員
と
な

る
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
。

　　
　

会
議
の
委
員
に
自
衛
官
を
な
ぜ
加
え
る
の
か
。

　
　

そ
の
経
過
は
。ま
た
、指
揮
系
統
も
違
い
、

市
の
防
災
会
議
に
参
加
す
る
必
要
性
は
あ
る
か
。

　
　

救
援
活
動
の
要
と
な
る
陸
上
自
衛
隊
と
の
連

　
　

携
を
よ
り
強
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
自
衛

隊
か
ら
も
参
加
に
つ
い
て
強
い
要
請
が
あ
っ
た
。

■
質
疑
の
後
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

★
反
対
討
論

　

年
１
回
開
催
の
会
議
の
委
員
に
自
衛
官
が
参
加

す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
安
全
法
制
の
制
定
以

降
、
自
衛
隊
の
体
質
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
自

衛
官
の
参
加
に
つ
い
て
は
容
認
で
き
な
い
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
26
号

飯
田
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

案
件
の
概
要

平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
飯
田
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
。

　
　

今
後
5
年
間
の
過
疎
計
画
は
、
合
併
10
年

　
　

の
検
証
の
上
に
立
っ
た
も
の
か
。

　
　

予
定
し
た
事
業
の
96
％
を
実
施
し
た
が
、
諸

　
　

課
題
の
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
今

後
も
継
続
し
て
支
援
し
た
い
。

議
案
第
36
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）
案

　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
推
進
基
金

　
　

積
立
金
は
ど
の
く
ら
い
ま
で
積
立
て
る
つ
も

り
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
22
年
度
か
ら
積
立
て
て
お
り
、
今
後
も

　
　

必
要
に
応
じ
て
計
画
も
考
慮
し
て
積
立
て
た
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

飯
田
市
で
の
発
行
が
2
0
1
7
枚
と
の
こ
と

　
　

だ
が
、
報
じ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
市
で
も

シ
ス
テ
ム
障
害
に
よ
る
発
行
の
滞
り
が
あ
る
か
。

　
　

市
で
も
シ
ス
テ
ム
障
害
が
起
き
て
お
り
、
シ

　
　

ス
テ
ム
の
再
起
動
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る

場
合
に
は
、お
届
け
す
る
等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

議
案
第
44
号

　
　

事
業
構
想
大
学
、
模
擬
大
学
院
大
学
の
所
管

　
　

が
総
務
委
員
会
か
ら
産
業
建
設
委
員
会
に
移

っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
ど
の
よ
う
な
総
括
を
し

た
か
。

　
　

26
年
度
は
、
模
擬
大
学
院
大
学
に
よ
り
、
27
年 

　
　

度
は
、
事
業
創
生
人
材
育
成
に
よ
り
、
地
域

内
外
の
人
材
育
成
の
有
効
性
を
探
っ
て
き
た
。
28

年
度
は
、
産
業
経
済
部
を
中
心
に
起
業
家
支
援

の
視
点
で
事
業
創
生
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　　
　

職
員
研
修
へ
の
参
加
割
合
が
低
下
し
て
き
て

　
　

い
る
が
、
参
加
割
合
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て

い
く
か
。

　
　

職
員
数
を
減
ら
し
て
き
て
い
る
中
で
の
集
合

　
　

研
修
へ
の
参
加
は
困
難
で
あ
る
こ
と
も
考
慮

し
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
集
合
研
修
以
外
の
手
法

も
取
り
入
れ
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　
　

　
　

リ
ニ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
な
ス
マ
ー
ト

　
　

シ
テ
ィ
の
創
出
は
ど
の
よ
う
に
予
算
化
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　

中
心
市
街
地
の
中
で
何
が
可
能
か
議
論
し
た

　
　

い
。
具
体
的
な
予
算
化
は
な
い
が
、
必
要
に

応
じ
、
駅
周
辺
委
託
料
な
ど
を
使
い
な
が
ら
対
応

し
た
い
。

　
　

防
災
行
政
無
線
は
、
聞
こ
え
に
く
い
等
の
改

　
　

善
要
望
が
地
域
か
ら
あ
り
、
平
成
34
年
ま
で

の
更
新
で
は
緊
急
性
を
考
え
た
対
応
と
言
え
る
か
。

　
　

防
災
行
政
無
線
は
、
電
波
法
令
に
よ
る
規
制

　
　

期
限
の
平
成
34
年
ま
で
に
、
国
の
補
助
も
見

据
え
て
、
市
内
の
約
280
局
を
年
次
計
画
的
に
更
新

し
て
い
き
た
い
。

■
議
案
第
36
号
及
び
第
44
号
の
質
疑
の
後
、
リ
ニ

ア
推
進
事
業
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
反
対
の
立

場
か
ら
、
議
案
第
36
号
及
び
第
44
号
に
対
し
て
、

同
じ
趣
旨
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。　

★
反
対
討
論

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
推
進
基
金
へ

の
積
立
金
は
、
社
会
保
障
や
市
民
生
活
に
こ
そ
充

て
る
べ
き
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
情
報
の
シ
ス
テ
ム
障
害
の

発
生
等
市
民
に
と
っ
て
情
報
漏
洩
な
ど
不
安
材
料

も
多
く
容
認
で
き
な
い
。

■
採
決
の
結
果
、
議
案
第
36
号
、
第
44
号
と
も
に

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
１
号

★
請
願
者　

飯
田
の
環
境
を
守
る
会

　
　
　
　
　

代
表　

伊
原　

都 

氏

請
願
第
2
号

★
請
願
者　

下
伊
那
漁
業
協
同
組
合　

　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長　

下
島　

保
徳 

氏

★
請
願
第
１
号
及
び
第
2
号
の
趣
旨

　

県
に
対
し
、
宮
田
村
に
お
け
る
廃
棄
物
最
終
処

分
場
計
画
に
つ
き
処
分
場
建
設
を
許
可
し
な
い
意

見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
請
願
第
１
号
、
第
2
号
と

も
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
①
建
設
予
定
地
が
天
竜
川
に
至
近
距
離
で
あ
る

こ
と
。②
広
い
範
囲
か
ら
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。
こ
の
2
点
は
絶
対
に
認

め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
採
択
。

陳
情
第
2
–
1
号

★
陳
情
者　

飯
下
建
設
産
業
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

壬
生　

一 

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果「
継
続
審
査
」と
し
ま
し
た
。

★
陳
情
の
趣
旨

　

市
に
対
し
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
引
き
上

げ
を
受
け
、
建
設
労
働
者
の
適
正
賃
金
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み（
公
契
約
条
例
の
制
定
）を
求
め
る
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
陳
情
に
は
、「
労
働
者
の
賃
金
下
限
額
を
定
め
」

と
あ
る
が
最
低
賃
金
制
度
が
あ
る
中
で
、
ど
こ
ま

で
可
能
か
。
ま
た
、
公
契
約
条
例
の
制
定
が
事
業

者
の
経
営
の
安
定
に
効
果
的
で
あ
る
と
は
疑
問
で

あ
り
研
究
す
べ
き
で
、
継
続
審
査
。

○
全
国
的
な
技
能
労
働
者
の
減
少
、
技
能
労
働

者
の
高
齢
化
に
対
し
、
担
い
手
確
保
の
た
め
に

も
、
ま
た
、
処
遇
改
善
に
も
、
公
契
約
条
例
の

制
定
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
採
択
。

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　社会文教委員会⑨

3
月
8
日
及
び
9
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

市
は
こ
の
施
設
を
ど
う
す
る
か

イ
ク
メ
ン
手
帳
の
活
用
方
法
は

情
報
視
聴
覚
教
育
費
の
予
算
は

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

給
付
事
業
の
申
請
の
方
法
は

福
祉
医
療
費
貸
付
金
事
業
対
象
者
の
医

療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
は

男
性
の
育
児
参
加
を
促
す
イ
ク
メ
ン
手

帳
と
な
る
か

が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
の
取
り
組
み
は

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
普
及
に

つ
い
て
の
考
え
は

初
年
度
の
介
護
給
付
費
は
計
画
ど
お
り
か
　

児
童
セ
ン
タ
ー
等
の
定
員
増
員
は
も
っ

と
で
き
な
い
か

田
中
芳
男
記
念
特
別
展
に
お
け
る
田
中

芳
男
ゆ
か
り
の
施
設
と
の
連
携
は

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

議
案
第
35
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
飯
田
市
北
田
遺
跡
公
園
）

　
　

指
定
管
理
期
間
を
3
年
と
し
た
理
由
で
、
飯

　
　

田
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
に

よ
る
検
討
を
踏
ま
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
将
来
的

に
こ
の
施
設
を
ど
う
す
る
か
。

　
　

復
元
住
居
の
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
が
課

　
　

題
で
あ
り
、
ど
の
様
な
方
法
で
こ
れ
を
行
う

か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
該
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
期
間
が
終
わ
る
平
成
30

年
度
ま
で
に
は
、地
元
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
て
、

一
定
の
方
向
性
を
出
し
た
い
。

議
案
第
39
号

　
平
成
27
年
度
飯
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計　

正
予
算
（
第
2
号
）
案　

　
　

今
回
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
増
額
す
る
と

　
　

の
こ
と
だ
が
、
第
6
期
飯
田
市
介
護
保
険
事

業
計
画
の
初
年
度
で
の
介
護
給
付
費
の
大
幅
な
増

額
で
、
見
込
み
違
い
が
心
配
で
あ
る
。
見
通
し
は

ど
う
か
。

　
　

27
年
度
実
績
を
反
映
し
て
の
も
の
で
あ
る
が
、

　
　

計
画
よ
り
27
年
度
は
給
付
が
多
い
状
況
で
あ

る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
動
向
に
つ
い
て
は

注
視
し
て
い
き
た
い
。
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
県
基
金
か
ら
の
借
り
入
れ
は
行
わ
な

い
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

議
案
第
36
号

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）
案

　
　

対
象
者
が
1
万
2
千
人
と
の
こ
と
だ
が
、
申

　
　

請
の
方
法
は
、
ま
た
、
申
請
の
受
付
期
間
は

ど
の
く
ら
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

4
月
末
か
ら
該
当
者
に
は
申
請
書
を
郵
送
す

　
　

る
予
定
で
あ
る
。
申
請
期
間
は
国
か
ら
3
カ

月
と
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　

国
の
27
年
度
補
正
予
算
で
受
診
勧
奨
の
取
り

　
　

組
み
の
一
環
と
し
て
、
職
域
検
診
で
の
受
診

の
有
無
等
を
調
査
し
、
状
況
を
把
握
す
る
費
用
が

計
上
さ
れ
た
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。　

　
　

が
ん
検
診
申
込
書
及
び
受
診
意
向
調
査
を
１

　
　

月
に
発
送
し
、
回
収
を
行
っ
た
。
た
だ
、
未

提
出
が
１
4
6
0
件
あ
っ
た
の
で
、
今
回
の
補
正

予
算
を
活
用
し
て
、
そ
の
未
提
出
者
に
対
し
て
、

受
診
の
意
向
等
を
詳
細
に
調
査
す
る
。
職
域
検
診

を
受
け
な
い
方
に
は
、
市
の
検
診
の
再
勧
奨
を
進

め
、
受
診
率
を
高
め
た
い
。

議
案
第
44
号

　
　

日
常
生
活
用
具
と
し
て
ス
ト
マ
を
給
付
し
て

　
　

い
る
が
、
ス
ト
マ
利
用
者
は
外
出
先
で
困
る

と
聞
く
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
普
及
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
普
及
の
方
策

　
　

に
つ
い
て
は
、
検
討
し
た
い
。

　
　

貸
付
金
事
業
対
象
者
は
、
医
療
機
関
受
診
の

　
　

際
に
支
払
い
は
必
要
な
い
か
。

　
　

医
療
機
関
受
診
の
際
、
自
己
負
担
分
の
支
払
い

　
　
が
困
難
な
方
に
福
祉
医
療
費
相
当
額
を
貸
し

付
け
る
制
度
で
あ
り
、
窓
口
で
の
支
払
い
は
な
い
。

　
　

28
年
度
新
規
事
業
と
し
て
、（
仮
称
）イ
ク
メ
ン

　
　

手
帳
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
編
集
は

誰
が
行
う
か
。
女
性
か
ら
男
性
に
育
児
参
加
を
促

す
視
点
が
大
切
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

み
ん
な
で
子
育
て
ナ
ビ
を
作
成
し
た
市
民
公
募

　
　

の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ「
み
ん
な
で
子
育
て
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」に
依
頼
す
る
。女
性
中
心
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　
　

イ
ク
メ
ン
手
帳
は
直
接
父
親
に
手
渡
せ
な
い

　
　

か
、
ま
た
、
イ
ク
メ
ン
手
帳
の
活
用
方
法
と

し
て
、
例
え
ば
、
パ
パ
マ
マ
教
室
で
の
使
用
な
ど

考
え
て
い
る
か
。

　
　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
付
す
る
予
定
で

　
　

あ
る
。
活
用
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
た
い
。

　
　

28
年
度
は
、
竜
丘
児
童
セ
ン
タ
ー
定
員
増
員

　
　

の
た
め
の
準
備
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
定

員
増
は
何
人
か
、
ま
た
、
国
は
学
童
保
育
に
力
を
入

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
飯
田
市
全
体
と
し
て
も
っ
と

定
員
増
が
で
き
な
い
か
。

　
　

竜
丘
児
童
セ
ン
タ
ー
の
定
員
を
20
人
増
す
る

　
　

目
標
で
あ
る
。
ま
た
、
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
は
飯
田
市
全
体
と

し
て
定
員
を
970
人
へ
順
次
増
員
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　

こ
の
4
月
か
ら
新
し
い
教
育
長
が
着
任
す
る

　
　

が
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
目
指
す
の
か
。

28
年
度
の
予
算
の
中
で
新
た
に
予
算
付
け
し
た
も

の
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
従
来
ど
お
り
の
予
算

付
け
か
。

　
　

今
ま
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
実
践
し
て
き
て
い

　
　

る
。
28
年
度
予
算
は
、
そ
の
延
長
に
あ
る
も

の
で
あ
る
。
新
教
育
長
に
は
、
現
状
の
取
り
組
み

を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
に
つ
い
て
は
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
新
教
育
長
や
教
育
委
員
と
の
議

論
の
中
で
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

田
中
芳
男
没
後
100
年
記
念
特
別
展
を
行
う
と

　
　

の
こ
と
だ
が
、
創
設
に
関
わ
っ
た
伊
勢
市
の

神
宮
徴
古
館
（
ち
ょ
う
こ
か
ん
）・
農
業
館
で
も
展
示

さ
れ
て
い
る
。
特
別
展
に
際
し
、
こ
の
よ
う
な
施

設
と
直
接
連
携
し
な
い
か
。

　
　

直
接
的
な
連
携
は
し
て
い
な
い
が
、
必
要
な

　
　

展
示
品
の
借
用
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
東

京
国
立
科
学
博
物
館
で
も
今
後
展
示
等
予
定
さ
れ

て
い
て
、
内
容
を
統
一
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

調
整
し
た
い
。

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

田中芳男胸像
(飯田市美術博物館)

北田遺跡公園（上久堅）

Nｏ.199



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　産業建設委員会 ⑩

3
月
10
日
及
び
11
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

事
業
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
の
課
題
は

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
伴
う
市
の
都
市
計

画
の
見
直
し
の
予
定
は

自
由
討
議
の
実
施

附
帯
決
議
を
可
決

天
龍
峡
活
性
化
事
業
の
天
龍
峡
温
泉
交

流
館
の
建
設
工
事
費
に
つ
い
て

議
案
第
59
号

産
業
振
興
及
び
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
学
術

研
究
の
知
の
拠
点
の
整
備
に
関
す
る
事
務
の

委
託
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

知
の
拠
点
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
南
信
州
広
域
連

合
か
ら
事
務
の
委
託
を
受
け
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
。

　　
　

28
年
度
広
域
連
合
の
事
業
と
し
て
、
地
方
創

　
　

生
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
施
設
整
備
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
国
か
ら
の
交
付
に
際

し
自
治
体
あ
た
り
の
上
限
額
等
は
あ
る
か
。

　
　

新
型
交
付
金
は
予
算
総
額
で
一
千
億
円
、
交

　
　

付
率
2
分
の
1
で
あ
る
こ
と
は
、
国
か
ら
示

さ
れ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
交
付
要
綱
等
は
示

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
上
限
額
が
あ
る
か
は
不
明

で
あ
る
。

議
案
第
44
号

　
　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
地
域
な
ど
含
め
、
市
の
都
市

　
　

計
画
の
見
直
し
の
予
定
は
。

　
　

28
年
度
は
、
市
の
土
地
利
用
基
本
方
針
見
直

　
　

し
に
向
け
、
調
査
業
務
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
の
検
討
状
況
に
も
関
係

す
る
が
、
ま
ず
は
、
街
路
の
見
直
し
か
ら
進
め
、

用
途
地
域
の
見
直
し
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
見

直
し
に
は
数
年
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

以
前
、
温
泉
宿
舎
天
龍
峡
が
経
営
破
た
ん
し

　
　

た
経
過
が
あ
る
。
同
様
の
失
敗
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
た
か
。

　
　

宿
泊
施
設
の
運
営
は
行
わ
ず
、
天
龍
峡
再
生

　
　

計
画
の
中
で
、
温
泉
交
流
館
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
明
確
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
基
に
、
施
設

の
収
支
を
明
確
に
し
、
温
泉
部
分
は
温
泉
入
浴
料

等
で
収
支
が
回
る
こ
と
、
ま
た
、
食
堂
部
分
は
、

指
定
管
理
者
の
中
で
収
支
が
賄
え
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
で
、業
績
予
想
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
収
支
を
裏
付
け
る
た
め
の
集
客
事
業
は
、
建

設
の
過
程
か
ら
、
し
っ
か
り
と
組
み
立
て
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　
　

施
設
の
経
営
に
関
し
、
全
体
の
業
績
予
想
が

　
　

示
さ
れ
た
。
作
成
は
職
員
が
し
た
も
の
と
思

う
が
、
経
営
的
な
面
か
ら
専
門
家
な
ど
の
客
観
的

な
評
価
を
受
け
た
か
。

　
　

業
績
予
想
は
観
光
課
職
員
の
積
算
で
あ
る
が
、

　
　

中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
持
つ
職
員
の
助

言
を
受
け
た
。

■
こ
の
件
に
関
し
、
質
疑
が
集
中
し
た
た
め
に
、

委
員
長
の
発
議
に
よ
り
、
議
員
間
の
自
由
討
議
を

行
い
ま
し
た
。

★
論
点

　

過
去
の
経
営
破
た
ん
の
経
過
も
あ
り
、
こ
の
件

に
つ
い
て
、2
回
の
現
地
調
査
を
含
め
5
回
に
わ

た
り
協
議
会
等
を
開
催
し
、
委
員
会
と
し
て
調
査

研
究
を
進
め
て
き
た
経
過
も
あ
る
。
本
日
は
、
こ

れ
ま
で
の
議
論
の
積
み
重
ね
を
踏
ま
え
、
方
向
性

を
確
認
し
た
い
。

★
自
由
討
議
で
の
主
な
発
言

○（
仮
称
）
天
龍
峡
大
橋
の
建
設
や
、
遊
歩
道
の

整
備
も
進
み
、
環
境
面
で
も
一
体
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
過
去
破
た
ん
に
至
っ
た
経
過
に
お
い
て
は
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
今
回
は
、
予
算
を
認
め
、
温
泉
交
流
館
の
位

置
づ
け
を
明
確
に
し
、
議
会
に
対
し
経
営
状
況
を

報
告
す
る
こ
と
を
附
帯
決
議
し
て
は
ど
う
か
。

○
前
回
附
帯
決
議
で
、
天
龍
峡
活
性
化
に
役
立
つ

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
し
た
が
、
現
実
は
そ

う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
今
回
附
帯
決
議
を
付
け
る

こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

○
施
設
が
で
き
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を
運
営
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
今
日
示
さ
れ
た

資
料
で
そ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
第
三

者
の
客
観
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
判
断
す
れ
ば

良
い
の
で
は
な
い
か
。検
証
し
納
得
し
た
う
え
で
、

こ
の
事
業
を
開
始
し
た
方
が
、
後
々
の
憂
い
が
な

く
な
る
と
の
判
断
で
、
当
初
予
算
で
の
計
上
に
は

反
対
す
る
。

■
質
疑
の
後
、
賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論

　

前
回
の
破
た
ん
し
た
教
訓
が
生
か
さ
れ
、
経
営

の
安
定
性
が
確
保
で
き
る
確
証
が
得
ら
れ
な
い
。

経
営
責
任
に
関
し
て
も
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
、

経
営
見
込
み
に
は
、
第
三
者
の
客
観
的
な
評
価
を

受
け
、事
業
の
有
効
性
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

天
龍
峡
再
生
事
業
や
温
泉
交
流
施
設
に
反
対
し
な

い
が
、
こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
28

年
度
当
初
予
算
で
の
計
上
に
は
反
対
。

★
賛
成
討
論

　

温
泉
交
流
館
は
、
天
龍
峡
再
生
事
業
に
も
必
要

な
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
こ
の
際
、

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
行
政
側
の
こ
の
施
設
を
残
し
て
い

く
と
い
う
強
い
決
意
を
感
じ
る
。
ま
だ
課
題
は
あ

る
と
思
う
が
、
施
設
建
設
を
天
龍
峡
再
生
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
賛
成
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
44
号
可
決
後
に
委
員
か
ら
、①
天
龍
峡

及
び
温
泉
交
流
館
の
誘
客
戦
略
と
そ
の
戦
略
に
基

づ
く
経
営
見
込
み
を
立
て
る
こ
と
。②
温
泉
交
流

館
完
成
後
、
経
営
状
況
を
委
員
会
に
報
告
す
る
こ

と
。
を
求
め
る
附
帯
決
議
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
第
1
号

★
陳
情
者　
三
宜
亭
、久
米
川
温
泉
、他
経
営
者
組
合

　
　
　
　
　

事
務
長　

柄
澤　

紀
春 

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果 「
不
採
択
」と
し
ま
し
た
。

★
陳
情
第
１
号
の
趣
旨

　

市
に
対
し
、
天
龍
峡
温
泉
交
流
館
の
新
築
計
画

を
再
考
す
る
よ
う
求
め
る
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
天
龍
峡
再
生
事
業
で
は
、
多
く
の
観
光
客
に
訪

れ
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
観

光
客
の
増
加
は
、
こ
の
地
域
全
体
に
波
及
す
る
。

交
流
館
の
建
設
は
、
天
龍
峡
再
生
事
業
に
位
置
付

け
ら
れ
た
事
業
で
あ
る
た
め
、
不
採
択
。

陳
情
第
2
–
2
号

★
陳
情
者　

飯
下
建
設
産
業
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

壬
生　

一
氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果「
継
続
審
査
」と
し
ま
し
た
。

★
陳
情
の
趣
旨

　

市
に
対
し
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
引
き
上

げ
を
受
け
、
建
設
労
働
者
の
適
正
賃
金
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
技
能
労
働
者
の
育
成
や
賃
金
の
確
保
、
所
得
配

分
の
適
正
化
は
喫
緊
の
課
題
で
、
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
採
択
。

○
陳
情
項
目
は
、
受
注
者
側
で
対
応
す
べ
き
と
思

わ
れ
る
項
目
で
あ
り
、
市
側
で
ど
の
よ
う
な
対
応

が
取
れ
る
か
、
委
員
会
と
し
て
調
査
す
る
べ
き
、

継
続
審
査
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

陳
情
の
審
査
結
果



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　リニア推進特別委員会⑪

3
月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
等
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

　
「
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
検
討
会
議
に
つ
い

て
」
と
し
て
、
第
4
回
及
び
第
5
回
の
会
議

内
容
に
関
し
説
明
が
あ
り
、
協
議
し
ま
し
た
。

　
　

リ
ニ
ア
駅
及
び
そ
の
周
辺
の
整
備
・
ま
ち
づ

　
　

く
り
等
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
募
集
は
、
ど
の

よ
う
に
行
う
か
。

　
　

計
画
具
体
化
の
検
討
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

　
　

幅
広
く
一
般
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、

そ
れ
も
検
討
対
象
と
し
て
、
検
討
会
議
、
各
部
会

な
ど
で
検
討
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
に
ま
と
め
ら

れ
た
駅
周
辺
の
ベ
ー
ス
と
な
る
事
柄
を
示
し
た
う

え
で
、
多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

一
日
の
乗
降
客
数
を
6
千
8
百
人
と
想
定
し

　
　

て
い
る
が
、
さ
ら
に
詳
細
の
内
訳
を
示
さ
な

い
と
、
必
要
な
規
模
の
想
定
が
で
き
ず
、
現
実
性

の
乏
し
い
ア
イ
デ
ア
と
な
ら
な
い
か
。　

　
　

ア
イ
デ
ア
募
集
で
は
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が

　
　

寄
せ
ら
れ
る
の
は
想
定
し
て
い
る
。
必
要
な

規
模
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ

て
い
く
か
と
い
う
面
か
ら
も
想
定
が
で
き
る
色
々

な
面
か
ら
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
後
、
移
転
な
ど
大
き
な
課
題
に
対
処
す
る

　
　

必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
飯
田
市
土

地
利
用
基
本
方
針
の
都
市
構
造
の
基
本
的
な
考
え

方
に
あ
る
『
対
立
か
ら
共
生
』
と
の
考
え
が
大
切

と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
。　
　
　

　
　

土
地
利
用
の
方
針
は
、
飯
田
市
を
ど
の
よ
う

　
　

な
地
域
に
す
る
か
の
基
に
な
る
、
非
常
に
大

切
な
も
の
で
あ
る
。
市
が
し
っ
か
り
と
考
え
る
必

要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
地
元
の
皆

さ
ん
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
土
地
の
利
用
の
仕
方
を
大
き
く

動
か
す
こ
と
に
な
る
が
、
地
域
の
意
見
を
し
っ
か

り
と
踏
ま
え
、
市
と
し
て
の
都
市
計
画
を
つ
く
っ

て
い
く
。

　
　

地
権
者
は
、
市
や
地
域
全
体
で
は
な
く
、
個

　
　

人
の
話
に
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

今
後
は
、
市
だ
け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
も
地
区

へ
入
っ
て
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
時
に
、

土
地
利
用
に
沿
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
が
、
市

の
リ
ニ
ア
推
進
部
、
建
設
部
、
農
業
課
と
い
っ
た

関
連
部
課
で
横
断
的
に
共
有
化
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
長
野
県
や
Ｊ
Ｒ
東
海
も
加
わ
る
た

め
、
個
々
対
応
で
な
く
す
た
め
に
は
、
地
権
者
の

組
合
と
い
う
組
織
で
対
応
す
る
必
要
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
点
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　

全
体
の
進
め
方
と
し
て
、
地
権
者
の
意
見
を

　
　

聞
く
こ
と
に
関
し
、
地
元
か
ら
は
、
公
平
な

対
応
を
希
望
す
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

地
権
者
組
合
も
想
定
し
た
、
話
し
合
い
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
段
階
は
、
道
路
な
ど

の
付
け
替
え
等
の
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
地
権

者
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
か

ら
、
地
域
全
体
の
方
向
性
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
把
握
を
し
た
う
え
で
、
都
市
計
画
審
議

会
の
考
え
方
と
、
農
地
法
上
の
考
え
方
の
整
合
を

取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
大
き
な
課
題
で
あ
る

が
、
実
現
で
き
る
方
策
を
探
っ
て
い
く
。

　
　

リ
ニ
ア
に
よ
り
、
駅
周
辺
あ
る
い
は
沿
線
の

　
　

皆
さ
ん
の
土
地
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
、

早
急
に
農
業
振
興
地
域
や
都
市
計
画
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、
駅
整
備
区
域
6
・
5

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
隣
接
す
る
1
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
、
土
地
利
用
計
画
に
お
け
る
重
点
協
議
区
域
と

し
定
め
て
あ
る
。
今
後
、
移
転
な
ど
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
区
域
を
他
に
も
一
定

程
度
定
め
る
な
ど
の
対
応
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

進
め
方
の
考
え
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

現
在
、
見
直
し
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
見

　
　

直
し
を
進
め
る
か
と
い
う
点
も
含
め
て
、
地

元
と
協
議
を
始
め
た
。
計
画
を
進
め
る
中
で
、
関

係
者
が
明
ら
か
に
な
る
場
面
も
出
て
く
る
の
で
、

そ
の
点
で
も
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
、
機

会
を
逃
す
こ
と
な
く
進
め
た
い
。

　
　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
地
元
説
明
会
に
お
い
て
、
本
体

　
　

工
事
を
2
年
後
に
着
工
し
た
い
と
の
意
向
が

示
さ
れ
た
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、

用
途
地
域
の
見
直
し
に
は
、
手
続
き
に
相
当
な
期

間
が
必
要
で
あ
る
。
仮
に
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
皆
さ
ん
の
移
転
先
と
し
て
、
用
途
地
域
の
見
直

し
を
行
な
う
と
す
る
と
、
か
な
り
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。　

　
　

駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
決
定

　
　

も
含
め
て
手
続
き
が
必
要
に
な
る
が
、
事
業

化
に
向
け
て
は
年
月
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
リ
ニ
ア
本
体
関
係
は
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
移
転
協
議
に
入
る
か
は
現
在
、

未
定
で
あ
る
が
、
そ
の
時
点
の
状
況
で
対
応
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

28
年
度
か
ら
、
現
地
事
務
所
を
開
設
す
る
予

　
　

定
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
臨
む
か
。

　
　

現
地
事
務
所
は
、
早
急
に
設
置
し
た
い
と
考

　
　

え
て
い
る
。
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
移
転

に
対
し
て
や
、
事
業
に
対
す
る
不
安
な
ど
様
々
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
と
思
う
が
、Ｊ
Ｒ
東
海
や
、

県
と
も
連
携
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
も
含

め
て
対
応
で
き
る
場
所
と
し
た
い
。

　
　

本
委
員
会
の
議
論
の
中
で
は
、
地
元
へ
の
丁

　
　

寧
な
対
応
に
関
す
る
質
疑・議
論
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
現
場
事
務
所
が
で
き
れ
ば
解

決
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
庁
内
の
横
断
的

な
対
応
、
統
一
し
た
見
解
を
出
す
場
所
と
い
っ
た

点
は
、
ま
だ
不
明
確
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
推
進
部
は

様
々
な
会
議
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
業
務
量
の
中

で
、
細
か
な
部
分
の
対
応
に
も
迫
ら
れ
、
さ
ら
に

大
変
な
状
況
と
な
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
職
員

の
体
制
も
含
め
て
、
庁
内
の
体
制
が
、
地
元
へ
の
丁

寧
な
対
応
に
繋
が
る
よ
う
、
配
慮
を
求
め
た
い
。

　
　

庁
内
の
横
断
的
な
対
応
と
い
う
部
分
で
は
、

　
　

か
ね
て
か
ら
、
庁
内
部
長
会
議
と
ほ
ぼ
同
じ

構
成
で
、
リ
ニ
ア
推
進
本
部
を
設
置
し
、
対
応
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
昨
年
秋
か
ら
は
、
そ
こ
に
課

長
も
加
え
、
庁
内
横
断
的
な
対
応
を
進
め
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な
声
に

対
し
、
現
場
の
職
員
を
含
め
、
同
じ
見
解
、
同
じ

方
針
で
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
あ
ら
た
め

て
、
4
月
以
降
の
体
制
に
つ
い
て
は
強
化
し
対
応

し
て
い
く
。

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会
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　市議会では、第１回定例会におい
て、２つの検討委員会を立ち上げるこ
とを決定しました。

議会議案検討委員会（８人）　
　２月23日に設置。議員提出による「地
酒で乾杯を推進する条例」（仮称）の制
定を目指し、研究と理解を深め、議案
の検討を行います。
　　　　　（◎委員長　○副委員長）
　◎原　　和世　　○山崎　昌伸
　　熊谷　泰人　　　森本　政人
　　古川　　仁　　　湊　　　猛
　　中島武津雄　　　村松まり子

次期総合計画検討委員会（８人）
　3月18日に設置。市が28年度策定す
る次期総合計画に関し、調査、研究及
び協議を行います。
　　　　　（◎委員長　○副委員長）
　◎林　　幸次　　○竹村　圭史
　　木下　德康　　　熊谷　泰人
　　小倉　高広　　　福沢　　清
　　中島武津雄　　　清水　可晴

議会議案検討委員会・次期総合
計画検討委員会を設置しました



議員の人となりなどを
議員自らが紹介します。
（議席順に掲載）

～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～

飯田お練りまつり　　　　　　　　　　　　　　　　
3日間、天候に恵まれ、地域の伝統芸能が
一堂に会し、多くの人で賑わいました。　　　　 

飯田お練りまつり　　　　　　　　　　　　　　　　
3日間、天候に恵まれ、地域の伝統芸能が
一堂に会し、多くの人で賑わいました。　　　　 

　議会では市議会だより第200号記念号の発行に向けた編集作
業を進めています。第100号以降の平成６年から27年までの期間
ですが、重大事故や災害である、中華航空機墜落事故・阪神淡路
大震災・JR福知山線列車脱線事故・東日本大震災・福島原発事
故に危機管理を思い、議会においては議員定数36人から23人に
までの削減にもかかわらず、自治基本条例・地域環境権・ポイ捨
て条例の制定と、歴代の精力的な政務活動に触発されました。
　現在は、少子高齢化・人口減少というかつてない変化の中での
地方創生がテーマになっており、地方自治法に謳う「住民福祉の
増進」を見失わない議会の責任を果たしたいと思うところです。

　
　
　

平
成
28
年
第
1
回
定
例
会
を
傍
聴

さ
れ
た
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
今
ま
で
市
議
会
に
ほ
と
ん
ど
無
関
心

　
だ
っ
た
が
、
議
員
さ
ん
が
市
民
の
考
え

　
や
思
っ
て
い
る
こ
と
を
質
問
し
て
、
飯

　
田
市
の
今
後
の
こ
と
を
共
に
考
え
て
い

　
る
こ
と
、
市
の
運
営
が
ど
の
よ
う
に
進

　
め
ら
れ
て
い
る
か
わ
か
り
良
か
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
市
議
会
だ
よ
り
を
見
る
よ

　
う
に
し
た
い
と
思
う
。

◇
答
弁
者
も
質
問
者
も
結
構
口
調
が
早
い

　
が
、
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
人
、
聞
い
て

　
い
る
人
は
つ
い
て
い
け
る
の
か
。

◇
市
の
施
策
方
針
や
予
算
の
決
め
方
が
わ

　
か
り
良
か
っ
た
。
た
だ
、
用
語
が
難
解

　
な
部
分
が
多
く
、
資
料
も
少
な
い
の
で

　
よ
く
わ
か
ら
な
い
面
も
あ
っ
た
。

本
会
議
、
委
員
会
と
も
個
人
、
団
体
で

自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
団
体

等
大
勢
で
の
傍
聴
の
際
は
事
前
に
議

会
事
務
局
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■平成28年第２回（６月）定例会は
　５月24日（火）開会です。
■次回定例会に向けた議会への請願・陳情の締め切りは
　５月17（火）午後５時です。

議会の動き（予定）編集後記

「さくらに想う」

　今年の桜の開花は早いらしい。その関

係で、杵原学校の桜祭りも例年より早い。

昨年は雨にじゃまされたが、今年は穏

やかで多くの人に楽しんでもらいたい

と思う。ところで、この桜であるが近年に気になる花であ

る。３月から４月に咲く花なので、惜別の時から出会いの

時を担う花でもあり、厳しい冬の終わりを告げる花に間違

いはない。ところがそのこと以上に里山の景色を一変させ

てしまう力があることに気付かされる。淡墨の里山に点在

するやさしい薄紅色がなんとも言えない美しさだ。このこ

とに気づいたのはほんの最近のことで、あんな所にも彼処

にもと見渡せばまるで桜源郷だ。ここが私たちの故郷だと

思うと心が弾む。そう、今まで何度桜の季節を見てきたこ

とか、桜の存在に気づく今が嬉しい。満開の桜は見事で、

風が吹くと吹雪のように花びらが舞い上がり、そして葉桜

になり、里山は緑になっていく。今年はどんな演出をして

くれるだろうか、楽しみだ。

議員研修を行いました
　平成28年１月21日、鼎文化センターのホールで飯伊市

町村議員研修会を開催しました。この研修会は、飯田市議

会が主催し、下伊那郡内の町村の議会にも呼びかけて行っ

たもので、駒ケ根市も含め約200人の参加がありました。

　内容は、明治大学講師の廣瀬和彦氏を講師に迎え、

「地方政治における政治倫理」と題した講演を聴きまし

た。政治倫理の意義と必要性を確認し、市民の信頼に応

えるために、議員としてどうあるべきか、公人としての

高い倫理観を保つため、どんなことを意識しなければな

らないのか、改めて考える機会となりました。

広報広聴委員会
　委員長　村松まり子　　副委員長　福沢　　清
　委　員　竹村　圭史　　木下　德康　　熊谷　泰人
　　　　　森本　政人　　小倉　高広　　吉川　秋利

⑫

原　　和世
かず よはら

議会中継を
しています

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル714chで中継しているほか、一般質問の模様をユース
トリーム（インターネットによるオンライン動画配信サービス）で中継しています。ぜひ、ご覧ください。
http://www.city.iida.lg.jp/




